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59777巻7号　2018年7月

第3回行政担当者×連携実務者
ミーティング

テーマ■人口減少に立ち向かう私たちの
地域共生社会
日程■7月21日（土）12：00〜17：30
会場■倉敷中央病院研修センター（岡山
県倉敷市）
参加費■会員3,000円，非会員4,000円
定員■ 80名
対象■保健，医療，介護，福祉，地方創生
など，地域共生社会の実現に向けた取り
組みに従事する行政担当者，医療連携実
務者，その他地域共生社会の実現に興味
のある方．
プログラム■基調講演「地域共生社会が
描く日本の未来」吉田昌司（厚生労働省 
健康局 がん・疾病対策課／難病対策課 
課長補佐）／実践報告「人口減少に立ち向
かう私たちの地域共生社会」【福祉】後藤
良輔（豊中市役所健康福祉部地域福祉課
課長補佐）・【介護】岩村正裕（宇和島市役
所高齢者福祉課地域包括支援センター所
長補佐）・【医療】十河浩史（倉敷中央病院

地域医療連携・広報部部長）・【保健】福島
奈緒美（和泉市役所生きがい健康部保険
年金室国民健康保険担当総括主幹）・【地
方創生】深見順一（小林市役所総合政策
部地方創生課主幹）／グループワーク「未
来からの挑戦状─私たちは負の遺産を
どれだけ最小限に抑えられるか」／総合
ディスカッション・総括
申し込み■下記URLより申し込む．
　 特定非営利活動法人全国連携実務者
ネットワーク事務局（株式会社ストロー
ハット内）
☎ 03-5942-4777
　 03-5942-4778
　 info@renkei-network.net
　 http://www.renkei-network.net/

『医療経済・政策学の探究』刊行

常に医療経済・政策学の第一線に身を置
き続けてきた研究者が，全単著から実証
研究として歴史的意義の高い論文をテー
マごとに整理・収録した1冊．この30余
年に起こった変化─地域ケアとリハビ
リテーション，人口高齢化と技術進歩，
医師所得と勤務形態，終末期医療費など
─は医療現場に何をもたらしたのか．
それぞれの時点での将来予測の当否，現
在の視点からの解題を加えた集大成．
目次■はしがき／序論　私の医療経済・
政策学研究の軌跡／第Ⅰ部　テーマ別
の主要実証研究：第1章　脳卒中リハビ
リテーションと地域・在宅ケアの経済分
析／第2章　人口高齢化と医療費増加／
第3章　技術進歩と医療費増加／第4章   
医療提供体制の変貌─病院チェーンか
ら複合体へ／第5章　医師の所得と勤務
形態および医師数と医療費の関係／第6
章　終末期医療費／補章／第Ⅱ部　全単
著はしがき，あとがき，目次
著■二木 立 
A5判／688頁／勁草書房刊
定価■本体5,000円＋税8％
ISBN978-4-326-70104-9
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